
特集 ● 平成26年度 北本市の決算

市　　　税：市に納めていただいた税金

市　　　債：大きな事業を行うために国や金融機関から借り入れたお金

国庫支出金：特定の事業に充てるために、国から支出されたお金

地方交付税：国が徴収した税金の中から、市に交付されたお金

繰　越　金：平成25年度から繰り越されたお金

諸　収　入：延滞金、預金利子など、他の収入科目に含まれない収入

一般会計は、基本的・全般的な経費を経理する会計です。

特別会計は、特定の事業を行うために、特定の歳入・歳出を一般会計と区分して経理するための会計です。

民生費：障がい者や高齢者に対する福祉、子育て支援などに使われた経費

総務費：各種計画の策定や推進、徴税、選挙、財務事務などの経費

教育費：学校教育や生涯学習の充実、スポーツ等の振興のための経費

土木費：道路、橋、河川、公園の整備、維持管理などまちづくりのための経費

公債費：大規模な事業を行うために借り入れたお金などを返済する経費

衛生費：健康で衛生的な生活を送るため保健・医療・環境などに使われた経費

消防費：市民の安全を守る消防・防災活動のための経費

一般会計決算の実質的な収支は

3億2,513万円の黒字でした。
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特集

市 税
93億3,301万円

民生費
76億7,989万円

教育費
28億5,436万円

土木費
18億6,676万円

総務費
38億9,627万円

公債費 16億7,101万円

衛生費 12億3,440万円

消防費 9億8,988万円

その他 7億5,061万円

市 債
29億4,630万円

国庫支出金
25億3,099万円

地方交付税
20億3,558万円

繰越金 9億8,304万円

諸収入 3億5,235万円

その他
37億107万円

歳入総額
218億8,234万円
前年度比 4億1,635万円減（1.9％減）

歳出総額
209億4,318万円
前年度比 3億7,247万円減（1.7％減）

法人市民税、固定
資産税の増加によ
り、前年度と比べて
７億６，１８０万円の
増加となりました。

小学校校舎改修事
業債の減などによ
り、前年度と比べ
５億６，３５０万円の
減少となりました。

普通交付税の減に
より、前年度と比べ
７，４５３万円の減少
となりました。

児童館建設工事の
増などにより、前年
度と比べ８億２，８５５
万円の増加となりま
した。

圏央道掘割上部蓋掛負
担金の減などにより、前
年度と比べ６，９７７万円
の減少となりました。

臨時財政対策債の償還
費の増などにより、前年
度と比べ１億１，１７５万
円の増加となりました。

小学校校舎改修工事の
減などにより、前年度と
比べ１２億８，４８８万円の
減少となりました。

庁舎建設工事の減
などにより、前年度と
比べ６，９４６万円の
減少となりました。

一般会計の総額は、前年度（平成25年度）と比
べて歳入、歳出ともに減少しました。主な要因
として、前年度に実施した小学校校舎改修工
事に充てた歳入（市債、国庫補助金）の減少と
歳出（教育費）の減少があげられます。

　特別会計は、特定の事業をより円滑
に進めるために、一般会計と分離して
収支経理を行うものです。

一般会計 特別会計

後 期 高 齢 者 医 療

久保特定土地区画整理事業

公 共 下 水 道 事 業

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

埼玉県央広域公平委員会

6億7,947万円

3億1,516万円

13億2,195万円

82億9,026万円

36億2,004万円

70万円

6億5,688万円

3億419万円

12億9,462万円

78億8,064万円

35億2,508万円

47万円

会計名 歳　入 歳　出

0 100 200 300 350
(億円)

平成22年度

平成23年度

平成24年度

201億9,159万円

196億4,712万円

120億1,568万円

122億3,885万円

平成25年度

197億8,064万円 135億129万円

平成26年度

213億1,564万円 136億6,373万円

209億4,318万円 136億6,188万円

一般会計 特別会計

一般会計・特別会計の歳出決算額
５年間の推移

歳入 歳出

一般会計と特別会計

用語解説

平成２６年度1年間で市に入ったお金（歳入）
218億 8,234万円

1年間で市が使ったお金（歳出）
209億 4,318万円

歳入歳出差引額（形式収支）
9億 3,916万円

歳入歳出差引額（形式収支）
9億 3,916万円

翌年度繰越財源
5,210万円

前年度実質収支
8億 782万円

基金取崩し
0千円

基金積立て
2億 4,589万円

実質単年度収支
3億 2,513万円

学校施設環境改善
交付金の減などに
より、前年度と比べ
８億５３９万円の減
少となりました。

問 財政課 財政担当（☎５９４-５５１２）

⑥ ⑤2015年11月１日発行 広報きたもと No.933
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特集 ● 平成26年度 北本市の決算

未来につなぐ夢のある学びのまち未来につなぐ夢のある学びのまち
生涯学習・教育

緑輝くうるおいのまち緑輝くうるおいのまち
環境・景観

鴻巣行田北本環境資源組合負担金 ……1,664万円
新たな一般廃棄物処理施設の建設およびこれに付随する
事務処理を行う鴻巣行田北本環境資源組合の運営費の一
部を負担しました。
市民緑地保全事業 ……………………… 638万円
市街地に残された緑地を保全するため、市民緑地４号地
（北本宿地内）を指定するなど、利用しやすい環境の整備
に努めました。
緑の基本計画改訂調査業務 …………… 375万円
平成10年に策定した「北本市緑の基本計画」の改訂を行う
ため、緑地の実態調査および市民意識調査を実施しました。

「業」を耕す活力のまち「業」を耕す活力のまち
産業

企業誘致奨励金 ………………………1億312万円
条例に基づき、指定企業からの申請により固定資産税相
当額を施設設置奨励金として交付しました。
石戸宿地区農業農村整備事業 ……… 5,610万円
地域農業の振興を図るため、石戸宿地区の農道等を整備
しました。
地域活性化対策事業 …………………… 499万円
地域経済を活性化するため、北本市商工会が行う「北本市
内共通プレミアム付き商品券」発行事業に対し、補助金を
交付しました。
サマーフェスタ補助事業 ……………… 180万円
まちの賑わいづくりおよび活性化のため、商工会と商店街
等が実行委員会を組織して実施するサマーフェスタ事業
に対し補助金を交付しました。

心かよう健やかなまち心かよう健やかなまち
保健・医療・福祉

児童館建設事業 ………………………………… 3億382万円
子どもたちの遊びの拠点となる施設として、児童館を整備しました。
学童保育室建設事業 ………………………………4,344万円
学童保育室の老朽化に対応するため、石戸学童保育室の建替えを行
うとともに、中丸学童保育室および南学童保育室の建替えを行うた
めの設計業務を実施しました。
病児保育事業 ………………………………………2,292万円
市民が安心して子育てができる環境を整えるため、北里大学メディ
カルセンター内に病児保育室を整備し、同センターに運営を委託し
ました。
待機児童解消対策事業 ……………………………… 77万円
保育所における年度途中に発生する待機児童を解消するため、民間保
育園に対し、新たな保育士の採用に必要な経費の一部について補助金
を交付しました。

快適で安心・安全なまち快適で安心・安全なまち
都市・生活基盤

防犯灯ＬＥＤ化事業 …………………1億3,133万円
埼玉県の補助金を活用し、市内の防犯灯を蛍光灯から
ＬＥＤ灯に交換しました。
北本市拠点防災倉庫建設事業 ……… 7,530万円
災害に強いまちづくりの実現に向け、北本市拠点防災倉
庫を整備しました。
デマンドバス運行事業 ……………… 2,660万円
市民の交通手段の確保および利便性を向上するため、運
行車両を１台増車して４台体制にしました。
ゾーン30事業 ………………………… 1,503万円
歩行者等の安全を確保するため、指定されたエリア内の制
限速度を30km/時間とし、交通安全施設等の整備工事を実
施しました。

みんなでつくる参加と交流のまちみんなでつくる参加と交流のまち

その他の事業その他の事業

市民自治
自治会集会施設整備補助事業 ………… 380万円
老朽化した自治会集会施設の修繕費用等の一部を助成し
ました。
消費生活相談事業 ……………………… 283万円
振り込め詐欺やインターネットの架空請求などの消費者
問題に対応するため、消費生活相談窓口を週５日開設し、
消費者被害の防止と救済に努めました。

庁舎建設事業 ……………………… 12億8,653万円
人・環境にやさしく、災害に強い新庁舎を建設しました。
減債基金積立事業 ………………………4億400万円
公債費の償還を計画的に行うため、減債基金への積み立て
を行いました。
ホームページリニューアル事業 ……… 1,434万円
埼玉県の補助金を活用し、ホームページをより見やすく、使
いやすい魅力的なものにするため、そのデザインや情報の
分類・配置を見直すとともに、スマートフォン対応とするリ
ニューアルを行いました。

中学校給食室建設事業 ……………………… 5億5,332万円
これまでセンター方式で行ってきた中学校の給食調理を自校方式へ
切り替えるため、東中学校および宮内中学校に給食室を整備しま
した。これにより、市内４中学校すべての給食室の整備が完了しま
した。
こども図書館整備事業 ……………………… 1億4,940万円
親子がともに読書を楽しむことができる施設として、こども図書館
を整備しました。
中央図書館改修事業 ………………………………1,476万円
中央図書館の利用者の利便性の向上を図るため、こども図書館への
子ども向け蔵書の移動により空いたスペースを改修し、新聞・雑誌
コーナー、書架等を拡充しました。
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特集 ● 平成26年度 北本市の決算

未来につなぐ夢のある学びのまち未来につなぐ夢のある学びのまち
生涯学習・教育

緑輝くうるおいのまち緑輝くうるおいのまち
環境・景観

鴻巣行田北本環境資源組合負担金 ……1,664万円
新たな一般廃棄物処理施設の建設およびこれに付随する
事務処理を行う鴻巣行田北本環境資源組合の運営費の一
部を負担しました。
市民緑地保全事業 ……………………… 638万円
市街地に残された緑地を保全するため、市民緑地４号地
（北本宿地内）を指定するなど、利用しやすい環境の整備
に努めました。
緑の基本計画改訂調査業務 …………… 375万円
平成10年に策定した「北本市緑の基本計画」の改訂を行う
ため、緑地の実態調査および市民意識調査を実施しました。

「業」を耕す活力のまち「業」を耕す活力のまち
産業

企業誘致奨励金 ………………………1億312万円
条例に基づき、指定企業からの申請により固定資産税相
当額を施設設置奨励金として交付しました。
石戸宿地区農業農村整備事業 ……… 5,610万円
地域農業の振興を図るため、石戸宿地区の農道等を整備
しました。
地域活性化対策事業 …………………… 499万円
地域経済を活性化するため、北本市商工会が行う「北本市
内共通プレミアム付き商品券」発行事業に対し、補助金を
交付しました。
サマーフェスタ補助事業 ……………… 180万円
まちの賑わいづくりおよび活性化のため、商工会と商店街
等が実行委員会を組織して実施するサマーフェスタ事業
に対し補助金を交付しました。

心かよう健やかなまち心かよう健やかなまち
保健・医療・福祉

児童館建設事業 ………………………………… 3億382万円
子どもたちの遊びの拠点となる施設として、児童館を整備しました。
学童保育室建設事業 ………………………………4,344万円
学童保育室の老朽化に対応するため、石戸学童保育室の建替えを行
うとともに、中丸学童保育室および南学童保育室の建替えを行うた
めの設計業務を実施しました。
病児保育事業 ………………………………………2,292万円
市民が安心して子育てができる環境を整えるため、北里大学メディ
カルセンター内に病児保育室を整備し、同センターに運営を委託し
ました。
待機児童解消対策事業 ……………………………… 77万円
保育所における年度途中に発生する待機児童を解消するため、民間保
育園に対し、新たな保育士の採用に必要な経費の一部について補助金
を交付しました。

快適で安心・安全なまち快適で安心・安全なまち
都市・生活基盤

防犯灯ＬＥＤ化事業 …………………1億3,133万円
埼玉県の補助金を活用し、市内の防犯灯を蛍光灯から
ＬＥＤ灯に交換しました。
北本市拠点防災倉庫建設事業 ……… 7,530万円
災害に強いまちづくりの実現に向け、北本市拠点防災倉
庫を整備しました。
デマンドバス運行事業 ……………… 2,660万円
市民の交通手段の確保および利便性を向上するため、運
行車両を１台増車して４台体制にしました。
ゾーン30事業 ………………………… 1,503万円
歩行者等の安全を確保するため、指定されたエリア内の制
限速度を30km/時間とし、交通安全施設等の整備工事を実
施しました。

みんなでつくる参加と交流のまちみんなでつくる参加と交流のまち

その他の事業その他の事業

市民自治
自治会集会施設整備補助事業 ………… 380万円
老朽化した自治会集会施設の修繕費用等の一部を助成し
ました。
消費生活相談事業 ……………………… 283万円
振り込め詐欺やインターネットの架空請求などの消費者
問題に対応するため、消費生活相談窓口を週５日開設し、
消費者被害の防止と救済に努めました。

庁舎建設事業 ……………………… 12億8,653万円
人・環境にやさしく、災害に強い新庁舎を建設しました。
減債基金積立事業 ………………………4億400万円
公債費の償還を計画的に行うため、減債基金への積み立て
を行いました。
ホームページリニューアル事業 ……… 1,434万円
埼玉県の補助金を活用し、ホームページをより見やすく、使
いやすい魅力的なものにするため、そのデザインや情報の
分類・配置を見直すとともに、スマートフォン対応とするリ
ニューアルを行いました。

中学校給食室建設事業 ……………………… 5億5,332万円
これまでセンター方式で行ってきた中学校の給食調理を自校方式へ
切り替えるため、東中学校および宮内中学校に給食室を整備しま
した。これにより、市内４中学校すべての給食室の整備が完了しま
した。
こども図書館整備事業 ……………………… 1億4,940万円
親子がともに読書を楽しむことができる施設として、こども図書館
を整備しました。
中央図書館改修事業 ………………………………1,476万円
中央図書館の利用者の利便性の向上を図るため、こども図書館への
子ども向け蔵書の移動により空いたスペースを改修し、新聞・雑誌
コーナー、書架等を拡充しました。
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市民
ギャラリー

一般書・読み物 一般書・ノンフィクション

今月の新刊本 〈中央図書館〉 ※ここに載せているのは、新しく入った本の一部です。
※館内利用者端末と図書館ホームページにて新刊一覧を閲覧できます。

□となりの
　セレブたち
　篠田　節子
　（新潮社）

□さる年の
　ゆる文字年賀状
　宇田川　一美　
　（誠文堂新光社）

□Masato
　岩城　けい（集英社）
□終わった人
　内館　牧子（講談社）
□エピローグ
　円城　塔（早川書房）
□海妖丸事件
　岡田　秀文（光文社）
□犬の掟
　佐々木　譲（新潮社）
□風かおる
　葉室　麟（幻冬舎）

□ピュリツァー賞受賞写真全記録
　ハル・ビュエル
　（日経ナショナルジオグラフィック社）
□日本全国津々うりゃうりゃ
　仕事逃亡編
　宮田　珠己（廣済堂出版）
□歴史でめぐる伏見の旅
　「THE伏見」編集部（淡交社）
□少ない玉数で編めるおばあちゃまの
　手編みこもの（ブティック社）
□白洲家の晩ごはん
　牧山　桂子（新潮社）
□アリの社会　小さな虫の大きな知恵
　坂本洋典・村上貴弘（東海大学出版部）

サークル活動の作品、市内で行われたイベントの写真、お子さんの写真など、ご応募をお待ちしています。
詳しくは…秘書広報課広報広聴担当（☎594－5505）
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特集 ●

次号の特集は「北本市の教育」を予定しています。

平成26年度 北本市の決算

平成２６年度
財政の健全化判断比率等を公表します

　地方公共団体の財政状況を確認するための全国統一の指標として、「健全化判断比率」という４つの財政
指標があります。北本市では、すべての比率で、健全な水準を堅持しています。

 児童生徒の安全の確保のために平成25
年度までに実施した小・中学校耐震補
強・大規模改修事業や、市庁舎の老朽化
に伴い、平成26年度までに実施した庁舎
建設事業など、数十年に一度の大事業の
実施により、地方債残高が増加しまし
た。また、平成26年度の庁舎建設事業の
終了に伴い、庁舎建設基金を廃止したこと
で、将来負担比率が上昇しています。
　これに対し、地方債残高の増加による
将来の借金の返済に備え、平成26年度は
減債基金に４億400万円の積み立てを行
いました。
 市では、地方債の発行や基金の残高を
適正に管理し、健全な財政の堅持に努め
ていきます。
※減債基金とは、将来の借金の返済に備え、積み立て
る基金です。
※財政調整基金とは、年度によって生ずる財源の不均衡
を調整するための基金です。市における貯金といえます。

公営企業（北本市は公共下水道事業特別
会計が該当します。）の資金不足額が、事
業規模に対してどの程度の割合なのかを
表す指標です。北本市は資金不足額がな
いため「－」で表示しています。

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

赤字なし

赤字なし

3.9％

52.5％

13.02％

18.02％

25％

350％

指標
健全化判断比率

資金不足比率

普通会計市債残高の推移

内容 結果 早期健全化基準※

一般会計を中心とした赤字の割合

一般会計のほか、特別・企業会計も含めた
全会計の赤字の割合
市の平均的な年間収入に対する
借金返済額の割合
市の平均的な年間収入に対する
将来に負担が見込まれる負債（借金）の割合

北本市公共下水道事業
特別会計 ― 20.0％

特別会計の名称 資金不足比率
（％）

経営健全化基準
（％）

※この基準を超えると国の定めに従い、健全化に向けた取組みが必要となります。

※資金不足比率が経営健全化基準を上回った場合には、経営健全化計画を
策定し、経営の健全化に努めなければなりません。
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(億円)

平成23年度
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平成24年度

平成25年度

平成26年度

164億9,700万円
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206億863万円
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244億2,204万円
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減債基金 庁舎建設基金 その他の基金財政調整基金

基金残高の推移
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